
LM4040-N/-Q1 高精度マイクロパワー シャント型基準電圧
1 特長
• LM4040-N-Q1 AEC Q-100 認定品、車載アプリケー

ション用

– 拡張グレード 1：-40℃～+125℃、TA
– 産業用グレード 3：-40℃～+85℃、TA

• 小型パッケージ：SOT-23、TO-92、SC70
• 出力コンデンサ不要

• 容量負荷に耐える

• 逆方向降伏電圧の固定値：2.048V、2.5V、3V、

4.096V、5V、8.192V、10V
• 主な仕様（2.5V LM4040-N）

– 出力電圧許容値（A グレード、25℃）：±0.1% (最大

値)
– 低い出力ノイズ (10Hz～10kHz)：35μVrms（標準

値）
– 広い動作電流範囲：60μA～15mA
– 産業用温度範囲：-40℃ ～ +85℃
– 拡張温度範囲：-40℃ ～ +125℃
– 低い温度係数：100ppm/℃ (最大値)

2 アプリケーション
• フィールド トランスミッタ

• エネルギー インフラ

• データ アクイジション

• アナログ入力モジュール

• 車載用

• オーディオとビデオ

3 概要
スペースが限られた用途向けに設計された LM4040-N 高

精度電圧リファレンスは、小型の SC70 および SOT-23
表面実装パッケージで提供されています。LM4040-N の

高度な設計により、容量性負荷に対して安定性を維持し
ながら、外部安定化コンデンサが不要となり、LM4040-N
の使用が容易になります。設計の手間をさらに軽減するの
が、以下の複数の固定リバース・ブレークダウン電圧が用
意されている点です。2.048V、2.5V、3V、4.096V、5V、

8.192V、10V。最小動作電流は、2.5V の LM4040-N で

は 60μA ですが、10V の LM4040-N では 100μA に増加

します。すべてのバージョンで最大動作電流は 15mA で

す。

LM4040-N は、ウェハソート時にヒューズおよびツェナー・

ザップによる逆降伏電圧トリミングを行うことで、主要部品
が 25°C で±0.1%（A グレード）以上の精度を確実に達成

します。バンドギャップリファレンスの温度ドリフトに対する
曲率補正と、低動的インピーダンスにより、広い動作温度
範囲および電流範囲にわたって安定した逆降伏電圧の精
度が得られます。

また、2 つの逆方向降伏電圧バージョン（可変および

1.2V ） を 備 え た LM4041-N も ご 利 用 い た だ け ま す 。

LM4041-N のデータシート（SNOS641）をご覧ください。

製品情報
部品番号 パッケージ (1) 本体サイズ (公称)(2)

LM4040-N

TO-92 (3) 4.30mm × 4.30mm

SC70 (5) 2.00mm × 1.25mm

SOT-23 (3) 2.92mm × 1.30mm

(1) 利用可能なすべてのパッケージについては、データシートの末尾
にある注文情報を参照してください。

(2) パッケージサイズ（長さ×幅）は公称値であり、ピンを含む場合もあ

ります。
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4 ピン構成および機能
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表 4-1. ピンの機能
ピン

I/O 説明
名称 SOT-23 TO-92 SC70

アノード 2 3 1 O アノードピン、通常は接地されています

カソード 1 2 3 I/O 分流電流/出力電圧

* 3(2) 1(1) 2(1) — アノードにつなげ、または浮遊させる必要があります

NC — — 4、5 — 無接続

(1) このピンはフローティングのままにするか、ピン 1 に接続する必要があります。電磁妨害ノイズが大きいアプリケーション（トランスやその他の電磁

源の近くに配置する場合など）や、高周波スイッチングノイズが大きい場合には、TI は、このピンをアノードに接続することを推奨します。

(2) このピンはフローティングのままにするか、ピン 2 に接続する必要があります。電磁妨害ノイズが大きいアプリケーション（トランスやその他の電磁

源の近くに配置する場合など）や、高周波スイッチングノイズが大きい場合には、TI は、このピンをアノードに接続することを推奨します。
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5 仕様
5.1 絶対最大定格
自由気流での動作温度範囲内 (特に記述のない限り)(1) (2)

最小値 最大値 単位

逆電流 20 mA

順方向電流 10 mA

電力損失（TA = 25°C）(3)

SOT-23（M3）パッケージ 306 mW

TO-92（Z）パッケージ 550 mW

SC70（M7）パッケージ 241 mW

保管温度、Tstg -65 150 ℃

(1) 絶対最大定格を上回るストレスが加わった場合、デバイスに永続的な損傷が発生する可能性があります。これらはストレス評価のみであり、セクシ
ョン 5.3 で示された条件を超えるこれらの条件またはその他の条件下でのデバイスの機能動作を保証するものではありません。絶対最大定格の

状態に長時間置くと、デバイスの信頼性に影響を及ぼす場合があります。
(2) 防衛用 / 航空宇宙用仕様のデバイスをお求めの場合は、供給状況および仕様について テキサス・インスツルメンツの販売特約店または営業所

にお問い合わせください。
(3) 高温での最大電力散逸の定格は下げる必要があり、TJmax（最大接合部温度）、RθJA（接合部から周囲間の熱抵抗）、TA（周囲温度）により決定さ

れます。任意の温度での最大許容電力散逸は、PDmax =（TJmax−TA）/RθJA、または絶対最大定格に記載されている値のどちらか低い方です。

LM4040-N の場合、TJmax = 125°C、基板実装時の標準熱抵抗（RθJA）は、SOT-23 パッケージで 326°C/W、TO-92 パッケージではリード長 0.4
インチで 180°C/W、0.125 インチで 170°C/W、SC70 パッケージでは 415°C/W です。

5.2 ESD 定格
値 単位

V(ESD) 静電放電
人体モデル (HBM)、ANSI/ESDA/JEDEC JS-001 準拠(1) ±2000

V
デバイス帯電モデル (CDM)、JEDEC 仕様 JESD22-C101 に準拠(2) ±500

(1) JEDEC のドキュメント JEP155 に、500V HBM では標準の ESD 管理プロセスで安全な製造が可能であると規定されています。

(2) JEDEC のドキュメント JEP157 に、250V CDM では標準の ESD 管理プロセスで安全な製造が可能であると規定されています。
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5.3 推奨動作条件
自由気流での動作温度範囲内 (特に記述のない限り)(1) (2)

最小値 最大値 単位

温度
（Tmin ≤ TA ≤ Tmax）

産業用温度範囲 –40℃ ≤ TA ≤ 85℃ ℃

拡張動作温度範囲 -40 ≤ TA ≤ 125℃ ℃

逆電流

LM4040-N-2.0 60 15 μA~mA

LM4040-N-2.5 60 15 μA~mA

LM4040-N-3.0 62 15 μA~mA

LM4040-N-4.1 68 15 μA~mA

LM4040-N-5.0 74 15 μA~mA

LM4040-N-8.2 91 15 μA~mA

LM4040-N-10.0 100 15 μA~mA

(1) 絶対最大定格は、それらを超えるとデバイスに損傷を与える可能性がある制限値を示します。推奨動作条件はデバイスが機能する条件を示しま
すが、特定の性能限界を維持するものではありません。検証済みの仕様および試験条件については、各電気的特性を参照してください。検証済
みの仕様は、記載されているテスト条件にのみ適用されます。記載されているテスト条件で本デバイスを動作させる場合以外は、一部の性能特性
が低下する可能性があります。

(2) 高温での最大電力散逸の定格は下げる必要があり、TJmax（最大接合部温度）、RθJA（接合部から周囲間の熱抵抗）、TA（周囲温度）により決定さ

れます。任意の温度での最大許容電力散逸は、PDmax =（TJmax−TA）/RθJA、または絶対最大定格に記載されている値のどちらか低い方です。

LM4040-N の場合、TJmax = 125°C、基板実装時の標準熱抵抗（RθJA）は、SOT-23 パッケージで 326°C/W、TO-92 パッケージではリード長 0.4
インチで 180°C/W、0.125 インチで 170°C/W、SC70 パッケージでは 415°C/W です。

5.4 熱に関する情報

熱評価基準(1)

LM4040-N

単位DBZ (SOT-23) LP (TO-92) DCK (SC70)

3 ピン 3 ピン 5 ピン

RθJA 接合部から周囲への熱抵抗 291.9 166 267 ℃/W

RθJC(top) 接合部からケース (上面) への熱抵抗 114.3 88.2 95.6 ℃/W

RθJB 接合部から基板への熱抵抗 62.3 145.2 48.1 ℃/W

ψJT 接合部から上面への特性パラメータ 7.4 32.5 2.4 ℃/W

ψJB 接合部から基板への特性パラメータ 61 該当なし 47.3 ℃/W

RθJC(bot) 接合部からケース (底面) への熱抵抗 該当なし 該当なし 該当なし ℃/W

(1) 従来および新しい熱特性の詳細については、アプリケーション レポート『半導体および IC パッケージの熱評価基準』 (SPRA953) を参照してく

ださい。
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5.5 電気的特性：2V LM4040-N VR許容誤差グレード「A」および「B」、温度グレード「I」
その他のすべての制限値は、TA = TJ = 25°C です。グレード A と B は、初期逆方向降伏電圧の許容差をそれぞれ±0.1%と±0.2%と

指定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(1) 標準値 最大値 (1) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 2.048 V

逆方向降伏電圧許容値(2) IR = 100μA

LM4040AIM3
LM4040AIZ ±2

mVLM4040BIM3
LM4040BIZ
LM4040BIM7

±4.1

LM4040AIM3
LM4040AIZ

TA = TJ = TMIN ~ 
TMAX

±15

mVLM4040BIM3
LM4040BIZ
LM4040BIM7

TA = TJ = TMIN ~ 
TMAX

±17

IRMIN 最低動作電流
TA = TJ = 25℃ 45 60

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 65

ΔVR/
ΔT

平均逆方向降伏電圧の温
度係数(2)

IR = 10mA ±20 ppm/℃

IR = 1mA
TA = TJ = 25℃ ±15

ppm/℃
TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

IR = 100μA ±15 ppm/℃

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆
方向降伏電圧の変化(3)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA
TA = TJ = 25℃ 0.3 0.8

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1

1mA ≤ IR ≤ 15mA
TA = TJ = 25℃ 2.5 6

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 8

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

0.3 0.8 Ω

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 35 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安定

性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(4) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(2) 逆方向降伏電圧許容値の過熱限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(3) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(4) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.6 電気的特性：2V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」、「D」、「E」、温度グレード「I」
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。グレード C、D、E は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容差を±0.5%、±1%、±2%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 (1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 2.048 V

逆方向降伏電圧許容
値(3) IR = 100μA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ ±10

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±23

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±40

LM4040EIZ
LM4040EIM7

TA = TJ = 25℃ ±41

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±60

IRMIN 最低動作電流

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 45 60

μA

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 65

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 45 65

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 70

LM4040EIZ
LM4040EIM7

TA = TJ = 25℃ 45 65

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 70

ΔVR/ΔT 平均逆方向降伏電圧
の温度係数(3)

IR = 10mA ±20

ppm/℃IR = 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

LM4040EIZ
LM4040EIM7

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

IR = 100μA ±15

ΔVR/ΔIR
動作電流の変化に伴
う逆方向降伏電圧の
変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 0.3 0.8

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 0.3 1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.2

LM4040EIZ
LM4040EIM7

TA = TJ = 25℃ 0.3 1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.2

1mA ≤ IR ≤ 15mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 2.5 6

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 8

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 2.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 10

LM4040EIZ
LM4040EIM7

TA = TJ = 25℃ 2.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 10

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz
IAC = 0.1 IR

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

0.3 0.9

ΩLM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

0.3 1.1

LM4040EIZ
LM4040EIM7 0.3 1.1

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 35 μVrms
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5.6 電気的特性：2V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」、「D」、「E」、温度グレード「I」 (続き)
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。グレード C、D、E は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容差を±0.5%、±1%、±2%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 (1) 最大値 (2) 単位

ΔVR
逆方向降伏電圧 長
期安定性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の過熱限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.7 電気的特性：2V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」、「D」、「E」；温度グレード「E」
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。グレード C、D、E は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容差を±0.5%、±1%、±2%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 (1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 2.048 V

逆方向降伏電圧許容
値(3) IR = 100μA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ ±10

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±30

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±50

LM4040EEM3
TA = TJ = 25℃ ±41

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±70

IRMIN 最低動作電流

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ 45 60

μA

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 68

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ 45 65

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 73

LM4040EEM3
TA = TJ = 25℃ 45 65

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 73

ΔVR/ΔT 平均逆方向降伏電圧
の温度係数(3)

IR = 10mA ±20

ppm/℃IR = 1mA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

LM4040EEM3
TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

IR = 100μA ±15

ΔVR/ΔIR
動作電流の変化に伴
う逆方向降伏電圧の
変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ 0.3 0.8

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ 0.3 1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.2

LM4040EEM3
TA = TJ = 25℃ 0.3 1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.2

1mA ≤ IR ≤ 15mA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ 2.5 6

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 8

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ 2.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 10

LM4040EEM3
TA = TJ = 25℃ 2.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 10

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

LM4040CEM3 0.3 0.9

ΩLM4040DEM3 0.3 1.1

LM4040EEM3 0.3 1.1

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 35 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長
期安定性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。
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(3) 逆方向降伏電圧許容値の過熱限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.8 電気的特性：2.5V LM4040-N VR許容誤差グレード「A」および「B」、温度グレード「I」（AECグ
レード 3）
その他のすべての制限値は、TA = TJ = 25°C です。グレード A と B は、初期逆方向降伏電圧の許容差をそれぞれ±0.1%と±0.2%と

指定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 (1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 2.5 V

逆方向降伏電圧許容値(3) IR = 100μA

LM4040AIM3
LM4040AIZ
LM4040AIM3

TA = TJ = 25℃ ±2.5

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±19

LM4040BIM3
LM4040BIZ
LM4040BIM7
LM4040QBIM3

TA = TJ = 25℃ ±5

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±21

IRMIN 最低動作電流
TA = TJ = 25℃ 45 60

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 65

ΔVR/
ΔT

平均逆方向降伏電圧の温
度係数(3)

IR = 10mA ±20

ppm/℃IR = 1mA
TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

IR = 100μA ±15

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆
方向降伏電圧の変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA
TA = TJ = 25℃ 0.3 0.8

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1

1mA ≤ IR ≤ 15mA
TA = TJ = 25℃ 2.5 6

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 8

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

0.3 0.8 Ω

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 35 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安

定性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の過熱限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.9 電気的特性：2.5V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」、「D」、「E」、温度グレード「I」（AECグ
レード 3）
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。グレード C、D、E は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容差を±0.5%、±1%、±2%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 (1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 2.5 V

逆方向降伏電圧許容
値(3) IR = 100μA

LM4040CIZ
LM4040CIM3
LM4040CIM7
LM4040QCIM3

TA = TJ = 25℃ ±12

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±29

LM4040DIZ
LM4040DIM3
LM4040DIM7
LM4040QDIM3

TA = TJ = 25℃ ±25

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±49

LM4040EIZ
LM4040EIM3
LM4040EIM7
LM4040QEIM3

TA = TJ = 25℃ ±50

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±74

IRMIN 最低動作電流

LM4040CIZ
LM4040CIM3
LM4040CIM7
LM4040QCIM3

TA = TJ = 25℃ 45 60

μA

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 65

LM4040DIZ
LM4040DIM3
LM4040DIM7
LM4040QDIM3

TA = TJ = 25℃ 45 65

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 70

LM4040EIZ
LM4040EIM3
LM4040EIM7
LM4040QEIM3

TA = TJ = 25℃ 45 65

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 70

ΔVR/ΔT 平均逆方向降伏電圧
の温度係数(3)

IR = 10mA ±20

ppm/℃IR = 1mA

LM4040CIZ
LM4040CIM3
LM4040CIM7
LM4040QCIM3

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

LM4040DIZ
LM4040DIM3
LM4040DIM7
LM4040QDIM3

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

LM4040EIZ
LM4040EIM3
LM4040EIM7
LM4040QEIM3

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

IR = 100μA ±15
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5.9 電気的特性：2.5V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」、「D」、「E」、温度グレード「I」（AECグ
レード 3） (続き)
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。グレード C、D、E は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容差を±0.5%、±1%、±2%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 (1) 最大値 (2) 単位

ΔVR/ΔIR
動作電流の変化に伴う
逆方向降伏電圧の変
化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA

LM4040CIZ
LM4040CIM3
LM4040CIM7
LM4040QCIM3

TA = TJ = 25℃ 0.3 0.8

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1

LM4040DIZ
LM4040DIM3
LM4040DIM7
LM4040QDIM3

TA = TJ = 25℃ 0.3 1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.2

LM4040EIZ
LM4040EIM3
LM4040EIM7
LM4040QEIM3

TA = TJ = 25℃ 0.3 1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.2

1mA ≤ IR ≤ 15mA

LM4040CIZ
LM4040CIM3
LM4040CIM7
LM4040QCIM3

TA = TJ = 25℃ 2.5 6

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 8

LM4040DIZ
LM4040DIM3
LM4040DIM7
LM4040QDIM3

TA = TJ = 25℃ 2.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 10

LM4040EIZ
LM4040EIM3
LM4040EIM7
LM4040QEIM3

TA = TJ = 25℃ 2.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 10

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz
IAC = 0.1 IR

LM4040CIZ
LM4040CIM3
LM4040CIM7
LM4040QCIM3

0.3 0.9

Ω

LM4040DIZ
LM4040DIM3
LM4040DIM7
LM4040QDIM3

0.3 1.1

LM4040EIZ
LM4040EIM3
LM4040EIM7
LM4040QEIM3

0.3 1.1

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 35 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期

安定性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT =−40°C～125°C 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の過熱限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。
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(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.10 電気的特性：2.5V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」、「D」、「E」、温度グレード「E」（AEC
グレード 1）
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。グレード C、D、E は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容差を±0.5%、±1%、±2%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 (1) 最大値 
(2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 2.5 V

逆方向降伏電圧許容
値(3) IR = 100μA

LM4040CEM3
LM4040QCEM3

TA = TJ = 25℃ ±12

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±38

LM4040DEM3
LM4040QDEM3

TA = TJ = 25℃ ±25

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±63

LM4040EEM3
LM4040QEEM3

TA = TJ = 25℃ ±50

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±88

IRMIN 最低動作電流

LM4040CEM3
LM4040QCEM3

TA = TJ = 25℃ 45 60

μA

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 68

LM4040DEM3
LM4040QDEM3

TA = TJ = 25℃ 45 65

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 73

LM4040EEM3
LM4040QEEM3

TA = TJ = 25℃ 45 65

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 73

ΔVR/ΔT

平均逆方向降伏電圧
の温度係数(3)

IR = 10mA ±20

ppm/℃IR = 1mA

LM4040CEM3
LM4040QCEM3

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

LM4040DEM3
LM4040QDEM3

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

LM4040EEM3
LM4040QEEM3

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

IR = 100μA ±15

ΔVR/ΔIR
動作電流の変化に伴う
逆方向降伏電圧の変
化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA

LM4040CEM3
LM4040QCEM3

TA = TJ = 25℃ 0.3 0.8

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1

LM4040DEM3
LM4040QDEM3

TA = TJ = 25℃ 0.3 1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.2

LM4040EEM3
LM4040QEEM3

TA = TJ = 25℃ 0.3 1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.2

1mA ≤ IR ≤ 15mA

LM4040CEM3
LM4040QCEM3

TA = TJ = 25℃ 2.5 6

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 8

LM4040DEM3
LM4040QDEM3

TA = TJ = 25℃ 2.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 10

LM4040EEM3
LM4040QEEM3

TA = TJ = 25℃ 2.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 10

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

LM4040CEM3
LM4040QCEM3 0.3 0.9

ΩLM4040DEM3
LM4040QDEM3 0.3 1.1

LM4040EEM3
LM4040QEEM3 0.3 1.1

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 35 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期

安定性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT =−40°C～125°C 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。
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(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の過熱限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.11 電気的特性：3V LM4040-N VR許容誤差グレード「A」および「B」、温度グレード「I」
その他のすべての制限値は、TA = TJ = 25°C です。グレード A と B は、初期逆方向降伏電圧の許容差をそれぞれ±0.1%と±0.2%と

指定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 (1) 最大値 
(2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 3 V

逆方向降伏電圧許容値(3) IR = 100μA

LM4040AIM3
LM4040AIZ

TA = TJ = 25℃ ±3

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±22

LM4040BIM3
LM4040BIZ
LM4040BIM7

TA = TJ = 25℃ ±6

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±26

IRMIN 最低動作電流
TA = TJ = 25℃ 47 62

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 67

ΔVR/
ΔT

平均逆方向降伏電圧の温
度係数(3)

IR = 10mA ±20

ppm/℃IR = 1mA
TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

IR = 100μA ±15

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆
方向降伏電圧の変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA
TA = TJ = 25℃ 0.6 0.8

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.1

1mA ≤ IR ≤ 15mA
TA = TJ = 25℃ 2.7 6

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 9

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

0.4 0.9 Ω

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 35 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安

定性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の過熱限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.12 電気的特性：3V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」、「D」、「E」、温度グレード「I」
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。グレード C、D、E は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容差を±0.5%、±1%、±2%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 (1) 最大値 
(2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 3 V

逆方向降伏電圧許容
値(3) IR = 100μA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ ±15

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±34

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ ±30

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±59

LM4040EIM7
LM4040EIZ

TA = TJ = 25℃ ±60

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±89

IRMIN 最低動作電流

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 45 60

μA

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 65

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 45 65

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 70

LM4040EIM7
LM4040EIZ

TA = TJ = 25℃ 45 65

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 70

ΔVR/ΔT 平均逆方向降伏電圧
の温度係数(3)

IR = 10mA ±20

ppm/℃IR = 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

LM4040EIM7
LM4040EIZ

TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

IR = 100μA ±15

ΔVR/ΔIR
動作電流の変化に伴
う逆方向降伏電圧の
変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 0.4 0.8

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.1

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 0.4 1.1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.3

LM4040EIM7
LM4040EIZ

TA = TJ = 25℃ 0.4 1.1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.3

1mA ≤ IR ≤ 15mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 2.7 6

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 9

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 2.7 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 11

LM4040EIM7
LM4040EIZ

TA = TJ = 25℃ 2.7 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 11

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz
IAC = 0.1 IR

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

0.4 0.9

ΩLM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

0.4 1.2

LM4040EIM7
LM4040EIZ 0.4 1.2

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 35 μVrms
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5.12 電気的特性：3V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」、「D」、「E」、温度グレード「I」 (続き)
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。グレード C、D、E は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容差を±0.5%、±1%、±2%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 (1) 最大値 
(2) 単位

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期

安定性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の過熱限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.13 電気的特性：3V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」、「D」、「E」；温度グレード「E」
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。グレード C、D、E は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容差を±0.5%、±1%、±2%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 (1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 3 V

逆方向降伏電圧許容
値(3) IR = 100μA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ ±15

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±45

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ ±30

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±75

LM4040EEM3
TA = TJ = 25℃ ±60

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±105

IRMIN 最低動作電流

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ 47 62

μA

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 70

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ 47 67

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 75

LM4040EEM3
TA = TJ = 25℃ 47 67

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 75

ΔVR/ΔT 平均逆方向降伏電圧
の温度係数(3)

IR = 10mA ±20

ppm/℃IR = 1mA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

LM4040EEM3
TA = TJ = 25℃ ±15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

IR = 100μA ±15

ΔVR/ΔIR
動作電流の変化に伴
う逆方向降伏電圧の
変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ 0.4 0.8

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.1

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ 0.4 1.1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.3

LM4040EEM3
TA = TJ = 25℃ 0.4 1.1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.3

1mA ≤ IR ≤ 15mA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ 2.7 6.0

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 9

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ 2.7 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 11.0

LM4040EEM3
TA = TJ = 25℃ 2.7 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 11.0

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

LM4040CEM3 0.4 0.9

ΩLM4040DEM3 0.4 1.2

LM4040EEM3 0.4 1.2

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 35 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長
期安定性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。
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(3) 逆方向降伏電圧許容値の（過熱）限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。

LM4040-N, LM4040-N-Q1
JAJS762M – DECEMBER 1991 – REVISED MARCH 2025 www.ti.com/ja-jp

22 資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信 Copyright © 2025 Texas Instruments Incorporated

Product Folder Links: LM4040-N LM4040-N-Q1
English Data Sheet: SNOS633

https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n?qgpn=lm4040-n
https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n-q1?qgpn=lm4040-n-q1
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJS762
https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JAJS762M&partnum=LM4040-N
https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n?qgpn=lm4040-n
https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n-q1?qgpn=lm4040-n-q1
https://www.ti.com/lit/pdf/SNOS633


5.14 電気的特性：4.1V LM4040-N VR許容誤差グレード「A」および「B」、温度グレード「I」
その他のすべての制限値は、TA = TJ = 25°C です。グレード A と B は、初期逆方向降伏電圧の許容差をそれぞれ±0.1%と±0.2%と

指定しています。

パラメータ テスト条件
最小値

(2) 標準値 (1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 4.096 V

逆方向降伏電圧許容値(3) IR = 100μA

LM4040AIM3
LM4040AIZ

TA = TJ = 25℃ ±4.1

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±31

LM4040BIM3
LM4040BIZ
LM4040BIM7

TA = TJ = 25℃ ±8.2

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±35

IRMIN 最低動作電流
TA = TJ = 25℃ 50 68

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 73

ΔVR/
ΔT

平均逆方向降伏電圧の温
度係数(3)

IR = 10mA ±30

ppm/℃IR = 1mA
TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

IR = 100μA ±20

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆
方向降伏電圧の変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA
TA = TJ = 25℃ 0.5 0.9

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.2

1mA ≤ IR ≤ 15mA
TA = TJ = 25℃ 3 7

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 10

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

0.5 1 Ω

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 80 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安定

性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の（過熱）限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.15 電気的特性：4.1V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」および「D」、温度グレード「I」
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。等級 C および D は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容誤差を±0.5%および±1%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 
(1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 4.096 V

逆方向降伏電圧許容値(3) IR = 100μA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ ±20

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±47

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ ±41

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±81

IRMIN 最低動作電流

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 50 68

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 73

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 50 73

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 78

ΔVR/
ΔT

平均逆方向降伏電圧の温
度係数(3)

IR = 10mA ±30

ppm/℃IR = 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

IR = 100μA ±20

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆方
向降伏電圧の変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 0.5 0.9

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.2

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 0.5 1.2

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.5

1mA ≤ IR ≤ 15mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 3 7

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 10

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 3 9

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 13

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

0.5 1

Ω
LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

0.5 1.3

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 80 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安定

性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の（過熱）限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
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最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.16 電気的特性：5V LM4040-N VR許容誤差グレード「A」および「B」、温度グレード「I」
その他のすべての制限値は、TA = TJ = 25°C です。グレード A と B は、初期逆方向降伏電圧の許容差をそれぞれ±0.1%と±0.2%と

指定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 
(1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 5 V

逆方向降伏電圧許容値(3) IR = 100μA

LM4040AIM3
LM4040AIZ

TA = TJ = 25℃ ±5

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±38

LM4040BIM3
LM4040BIZ
LM4040BIM7

TA = TJ = 25℃ ±10

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±43

IRMIN 最低動作電流
TA = TJ = 25℃ 54 74

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 80

ΔVR/
ΔT

平均逆方向降伏電圧の温
度係数(3)

IR = 10mA ±30

ppm/℃IR = 1mA
TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

IR = 100μA ±20

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆方
向降伏電圧の変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA
TA = TJ = 25℃ 0.5 1

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.4

1mA ≤ IR ≤ 15mA
TA = TJ = 25℃ 3.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 12

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

0.5 1.1 Ω

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 80 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安定

性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の（過熱）限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.17 電気的特性：5V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」および「D」、温度グレード「I」
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。等級 C および D は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容誤差を±0.5%および±1%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 
(1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 5 V

逆方向降伏電圧許容値(3) IR = 100μA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ ±25

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±58

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ ±50

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±99

IRMIN 最低動作電流

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 54 74

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 80

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 54 79

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 85

ΔVR/
ΔT

平均逆方向降伏電圧の温
度係数(3)

IR = 10mA ±30

ppm/℃IR = 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

IR = 100μA ±20

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆方
向降伏電圧の変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 0.5 1

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.4

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 0.5 1.3

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.8

1mA ≤ IR ≤ 15mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ
LM4040CIM7

TA = TJ = 25℃ 3.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 12

LM4040DIM3
LM4040DIZ
LM4040DIM7

TA = TJ = 25℃ 3.5 10

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 15

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

TA = TJ = 25℃ 0.5 1.1
Ω

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.5

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 80 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安定

性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の（過熱）限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
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E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.18 電気的特性：5V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」および「D」、温度グレード「E」
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。等級 C および D は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容誤差を±0.5%および±1%と指

定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(1) 標準値 最大値 (1) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 100μA 5 V

逆方向降伏電圧許容値(2) IR = 100μA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ ±25

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±75

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ ±50

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±125

IRMIN 最低動作電流

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ 54 74

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 83

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ 54 79

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 88

ΔVR/
ΔT

平均逆方向降伏電圧の温
度係数(2)

IR = 10mA ±30

ppm/℃IR = 1mA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

IR = 100μA ±20

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆
方向降伏電圧の変化(3)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ 0.5 1

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.4

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ 0.5 1

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 1.8

1mA ≤ IR ≤ 15mA

LM4040CEM3
TA = TJ = 25℃ 3.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 12

LM4040DEM3
TA = TJ = 25℃ 3.5 8

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 15

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

0.5 1.1 Ω

eN 広帯域ノイズ
IR = 100μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 80 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安

定性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 100μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(4) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(2) 逆方向降伏電圧許容値の（過熱）限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(3) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(4) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.19 電気的特性：8.2V LM4040-N VR許容誤差グレード「A」および「B」、温度グレード「I」
その他のすべての制限値は、TA = TJ = 25°C です。グレード A と B は、初期逆方向降伏電圧の許容差をそれぞれ±0.1%と±0.2%と

指定しています。

パラメータ テスト条件 最小値(2) 標準値 
(1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 150μA 8.192 V

逆方向降伏電圧許容値(3) IR = 150μA

LM4040AIM3
LM4040AIZ  

TA = TJ = 25℃ ±8.2

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±61

LM4040BIM3
LM4040BIZ  

TA = TJ = 25℃ ±16

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±70

IRMIN 最低動作電流
TA = TJ = 25℃ 67 91

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 95

ΔVR/ΔT 平均逆方向降伏電圧の温
度係数(3)

IR = 10mA ±40

ppm/℃IR = 1mA
TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

IR = 150μA ±20

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆方
向降伏電圧の変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA
TA = TJ = 25℃ 0.6 1.3

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 2.5

1mA ≤ IR ≤ 15mA
TA = TJ = 25℃ 7 10

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 18

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

0.6 1.5 Ω

eN 広帯域ノイズ
IR = 150μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 130 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安定

性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 150μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の（過熱）限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.20 電気的特性：8.2V Lm4040-N VR許容誤差グレード「C」および「D」、温度グレード「I」
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。等級 C および D は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容誤差を±0.5%および±1%と指

定しています。

パラメータ テスト条件
最小値

(2) 標準値 (1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 150μA 8.192 V

逆方向降伏電圧許容値(3) IR = 150μA

LM4040CIM3
LM4040CIZ  

TA = TJ = 25℃ ±41

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±94

LM4040DIM3
LM4040DIZ  

TA = TJ = 25℃ ±82

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±162

IRMIN 最低動作電流

LM4040CIM3
LM4040CIZ  

TA = TJ = 25℃ 67 91

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 95

LM4040DIM3
LM4040DIZ  

TA = TJ = 25℃ 67 96

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 100

ΔVR/
ΔT

平均逆方向降伏電圧の温
度係数(3)

IR = 10mA ±40

ppm/℃IR = 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ  

TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

LM4040DIM3
LM4040DIZ  

TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

IR = 150μA ±20

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆
方向降伏電圧の変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ  

TA = TJ = 25℃ 0.6 1.3

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 2.5

LM4040DIM3
LM4040DIZ  

TA = TJ = 25℃ 0.6 1.7

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 3

1mA ≤ IR ≤ 15mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ  

TA = TJ = 25℃ 7 10

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 18

LM4040DIM3
LM4040DIZ  

TA = TJ = 25℃ 7 15

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 24

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

LM4040CIM3
LM4040CIZ  0.6 1.5

Ω
LM4040DIM3
LM4040DIZ  0.6 1.9

eN 広帯域ノイズ
IR = 150μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 130 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安

定性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 150μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の（過熱）限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。
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(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。

5.21 電気的特性：10V LM4040-N VR許容誤差グレード「A」および「B」、温度グレード「I」
その他のすべての制限値は、TA = TJ = 25°C です。グレード A と B は、初期逆方向降伏電圧の許容差をそれぞれ±0.1%と±0.2%と

指定しています。

パラメータ テスト条件
最小値

(2)
標準値 

(1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 150μA 10 V

逆方向降伏電圧許容値(3) IR = 150μA

LM4040AIM3
LM4040AIZ  

TA = TJ = 25℃ ±10

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±75

LM4040BIM3
LM4040BIZ  

TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±85

IRMIN 最低動作電流
TA = TJ = 25℃ 75 100

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 103

ΔVR/ΔT 平均逆方向降伏電圧の温
度係数(3)

IR = 10mA ±40

ppm/℃IR = 1mA
TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

IR = 150μA ±20

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆
方向降伏電圧の変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA
TA = TJ = 25℃ 0.8 1.5

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 3.8

1mA ≤ IR ≤ 15mA
TA = TJ = 25℃ 8 12

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 23

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

0.7 1.7 Ω

eN 広帯域ノイズ
IR = 150μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 180 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安定

性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 150μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の（過熱）限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。

(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。
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5.22 電気的特性：10V LM4040-N VR許容誤差グレード「C」および「D」、温度グレード「I」
その他のすべての限界値 TA = TJ = 25°C。等級 C および D は、それぞれ初期逆方向降伏電圧の許容誤差を±0.5%および±1%と指

定しています。

パラメータ テスト条件
最小値

(2)
標準値 

(1) 最大値 (2) 単位

VR

逆方向降伏電圧 IR = 150μA 10 V

逆方向降伏電圧許容値(3) IR = 150μA

LM4040CIM3
LM4040CIZ  

TA = TJ = 25℃ ±50

mV
TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±115

LM4040DIM3
LM4040DIZ  

TA = TJ = 25℃ ±100

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±198

IRMIN 最低動作電流

LM4040CIM3
LM4040CIZ  

TA = TJ = 25℃ 75 100

μA
TA = TJ = TMIN ~ TMAX 103

LM4040DIM3
LM4040DIZ  

TA = TJ = 25℃ 75 110

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 113

ΔVR/ΔT 平均逆方向降伏電圧の温
度係数(3)

IR = 10mA ±40

ppm/℃IR = 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ  

TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±100

LM4040DIM3
LM4040DIZ  

TA = TJ = 25℃ ±20

TA = TJ = TMIN ~ TMAX ±150

IR = 150μA ±20

ΔVR/
ΔIR

動作電流の変化に伴う逆
方向降伏電圧の変化(4)

IRMIN ≤ IR ≤ 1mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ  

TA = TJ = 25℃ 0.8 1.5

mV

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 3.8

LM4040DIM3
LM4040DIZ  

TA = TJ = 25℃ 0.8 2

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 4

1mA ≤ IR ≤ 15mA

LM4040CIM3
LM4040CIZ  

TA = TJ = 25℃ 8 12

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 23

LM4040DIM3
LM4040DIZ  

TA = TJ = 25℃ 8 18

TA = TJ = TMIN ~ TMAX 29

ZR 逆動的インピーダンス
IR = 1mA、f = 120Hz、
IAC = 0.1 IR

LM4040CIM3
LM4040CIZ  0.7 1.7

Ω
LM4040DIM3
LM4040DIZ  2.3

eN 広帯域ノイズ
IR = 150μA
10Hz ≤ f ≤ 10kHz 180 μVrms

ΔVR
逆方向降伏電圧 長期安定

性

t = 1000 時間
T = 25°C ±0.1°C
IR = 150μA

120 ppm

VHYST 熱ヒステリシス(5) ΔT = -40℃～125℃ 0.08%

(1) 典型値は TJ = 25°C であり、最も可能性の高いパラメータ規格を表します。

(2) 限界値は 25℃で 100%生産テストされています。限界値を超える温度は、統計的品質管理（SQC）手法を用いた相関関係により検証されていま

す。この限界値は AOQL を算出するために使用されます。

(3) 逆方向降伏電圧許容値の（過熱）限界は、室温の逆方向降伏電圧許容値±[（ΔVR/ΔT）（最大 ΔT）（VR）]と定義されています。ここで、ΔVR/ΔT は

VR の温度係数、maxΔT は 25℃の基準点から TMIN または TMAX までの温度差の最大値、VR は逆方向降伏電圧です。産最大 ΔT = 65°C の

工業用温度範囲における異なるグレードの合計許容過熱温度は、以下に示します。
A グレード：±0.75%=±0.1%±100ppm/°C×65°C
B グレード：±0.85%=±0.2%±100ppm/°C×65°C
C グレード：±1.15%=±0.5%±100ppm/°C×65°C
D グレード：±1.98%=±1.0%±150ppm/°C×65°C
E グレード：±2.98% = ±2.0% ±150ppm/°C × 65°C
最大 ΔT = 100 °C の拡張温度範囲における異なるグレードの総過熱許容値は、以下のとおりです。

C グレード：±1.5%=±0.5%±100ppm/°C×100°C
D グレード：±2.5%=±1.0%±150ppm/°C×100°C
E グレード：±3.5% = ±2.0% ±150ppm/°C × 100°C
したがって、例えば、A グレードの 2.5V LM4040-N の過熱逆降伏電圧許容誤差は、±2.5V × 0.75% = ±19 mV となります。
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(4) 負荷調整は、無負荷から規定の負荷電流までパルス単位で測定されます。金型温度の変化による出力の変化は、別途考慮する必要がありま
す。

(5) 熱ヒステリシスは、-40℃の温度サイクル後に+25℃で測定した電圧と、125℃の温度サイクル後に 25℃で測定した電圧の差として定義されます。

LM4040-N, LM4040-N-Q1
JAJS762M – DECEMBER 1991 – REVISED MARCH 2025 www.ti.com/ja-jp

34 資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信 Copyright © 2025 Texas Instruments Incorporated

Product Folder Links: LM4040-N LM4040-N-Q1
English Data Sheet: SNOS633

https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n?qgpn=lm4040-n
https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n-q1?qgpn=lm4040-n-q1
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJS762
https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JAJS762M&partnum=LM4040-N
https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n?qgpn=lm4040-n
https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n-q1?qgpn=lm4040-n-q1
https://www.ti.com/lit/pdf/SNOS633


5.23 代表的特性

図 5-1. 異なる平均温度係数の温度ドリフト 図 5-2. 出力インピーダンス 対 周波数

図 5-3. 出力インピーダンス 対 周波数 図 5-4. 逆特性と最小動作電流

図 5-5. ノイズ電圧と周波数との関係
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5.23.1 スタートアップ特性

RS = 30k

図 5-6. 入力電圧ステップ応答 LM4040-N-2.5

RS = 30k

図 5-7. 入力電圧ステップ応答 LM4040-N-5

RS = 30k

図 5-8. 入力電圧ステップ応答 LM4040-N-10
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6 パラメータ測定情報

図 6-1. テスト回路
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7 詳細説明
7.1 概要
LM4040 デバイスは、7 種類の固定出力電圧オプションと、設置面積の要件を満たす 3 種類のパッケージで提供されて

いる、高精度マイクロパワーシャント電圧リファレンスです。この部品は、5 種類の公差グレードでもご利用いただけます。

7.2 機能ブロック図

7.3 機能説明
LM4040 デバイスは、事実上、精密ツェナーダイオードです。この部品は、レギュレーションのためにわずかな静止電流を

必要とし、入力電圧と負荷に応じて、電流を多少なりともグランドに分流させることで出力電圧を調整します。外部コンポー
ネントとして必要なのは、入力電流を設定するためのカソードと入力電圧の間の抵抗器のみです。入力または出力に外部
コンデンサを使用できますが、必須ではありません。

7.4 デバイスの機能モード
LM4040 デバイスは、フィードバックが内部にある固定出力電圧部品です。そのため、この部品はクローズドループモード

でのみ動作し、出力電圧は調整できません。IR が IRMIN（セクション 5.5 を参照）と IRMAX（15mA）の間にある限り、出力電

圧は規定値に保たれます。入力電圧範囲と負荷電流範囲に適した外付け抵抗の選択により、これらの条件が満たされる
ことが確実になります。
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8 アプリケーションと実装
注

以下のアプリケーション情報は、TI の製品仕様に含まれるものではなく、TI ではその正確性または完全性を

保証いたしません。個々の目的に対する製品の適合性については、お客様の責任で判断していただくことに
なります。お客様は自身の設計実装を検証しテストすることで、システムの機能を確認する必要があります。

8.1 アプリケーション情報
LM4040-N は、高精度のマイクロパワー湾曲補正型バンドギャップ・シャント電圧リファレンスです。スペースが重要なアプ

リケーション向けに、LM4040-N は SOT-23 および SC70 の表面実装パッケージで提供されています。LM4040-N は、

+ピンと-ピンの間に外部コンデンサを接続しなくても安定して動作するように設計されています。ただし、バイパスコンデン

サを使用した場合でも、LM4040-N は安定した状態を維持します。設計作業を軽減する要因として、複数の固定逆方向

降伏電圧が利用可能であることが挙げられます。2.048V、2.5V、3V、4.096V、5V、8.192V、10V。LM4040-N-2.048 お

よび LM4040-N-2.5 の最小動作電流は 60μA ですが、10V の LM4040-N では 100μA に増加します。すべてのバージ

ョンの最大動作電流は 15mA です。

SOT-23 パッケージの LM4040-Ns には、ピン 2（−）とピン 3（ダイアタッチ・インターフェース・コンタクト）の間に寄生ショッ

トキー・ダイオードがあります。したがって、SOT-23 パッケージのピン 3 はフローティングのままにするか、ピン 2 に接続す

る必要があります。

SC70 の LM4040-Ns には、ピン 1（-）とピン 2（ダイアタッチインターフェースコンタクト）の間に寄生ショットキーダイオード

があります。したがって、ピン 2 はフローティングのままにするか、ピン 1 に接続する必要があります。

4.096V バージョンでは、5V の単一電源で動作する 12 ビット ADC または DAC を、LSB が 1mV に相当する状態で動

作させることができます。10V 以上の電源で動作する 12 ビット ADC または DAC の場合、8.192V バージョンでは LSB
あたり 2mV となります。

典型的な熱ヒステリシスの仕様は、熱サイクル後に測定された 25℃電圧の変化として定義されます。デバイスはまず

−40°C にサーマルサイクルされ、25°C で測定されます。次に 125°C にサイクルされ、再度 25°C で測定されます。この 2
つの 25°C 測定値の VOUT の差が、熱ヒステリシスとなります。熱ヒステリシスは、精密基準器では一般的であり、熱機械パ

ッケージストレスによって引き起こされます。環境貯蔵温度、動作温度、基板実装温度の変化は、すべて熱ヒステリシスに
寄与する要因となります。

従来のシャントレギュレータのアプリケーション（図 8-1）では、外部直列抵抗（RS）が電源電圧と LM4040-N の間に接続

されます。Rₛ は、負荷電流（IL）および LM4040-N に流れる電流（IQ）を決定します。負荷電流と供給電圧は変動する可能

性があるため、RS は、供給電圧が最小値で負荷電流が最大値の場合でも、少なくとも許容可能な最小の IQ を LM4040-
N に供給できるほど十分に小さくなければなりません。供給電圧が最大で IL が最小の場合、LM4040-N を流れる電流が

15mA 未満となるよう、RS は十分に大きくする必要があります。

RS は、供給電圧（VS）、負荷および動作電流（IL および IQ）、LM4040-N の逆方向降伏電圧（VR）によって決定されま

す。

(1)
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8.2 代表的なアプリケーション
8.2.1 シャント レギュレータ

図 8-1. シャント レギュレータ回路図
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8.2.1.1 設計要件
VIN > VOUT

RS を次のように選択します。

IRMIN < IR < IRMAX ここで IRMAX = 15mA

各電圧オプションおよびグレードの最小動作電流については、セクション 5.5
を参照してください。

8.2.1.2 詳細な設計手順
抵抗器 RS は、VIN の全範囲および負荷電流の範囲において、電流 IR が部品の動作領域内に留まるように選択しなけ

ればなりません。考慮すべき 2 つの極端なケースは、VIN が最小、負荷が最大の場合で、この場合、RS は IRMIN を上回

る IR を維持するために十分に小さくなければなりません。もう一方の極端なケースは、VIN が最大で負荷が最小の場合で

あり、IR < IRMAX を維持するには RS を十分に大きくする必要があります。ほとんどのデザインでは、0.1mA≤IR ≤ 1mA が

良い出発点になります。

式 2 と式 3 を使用して、RS を RS_MIN と RS_MAX の間で設定します。

IN_MAX OUT
S _MIN

LOAD_MIN R _MAX

V V
R

I I

-

=

+ (2)

IN_MIN OUT
S _MAX

LOAD_MAX R _MIN

V V
R

I I

-

=

+ (3)

8.2.1.3 アプリケーション曲線

図 8-2. 逆特性と最小動作電流
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8.2.2 4.1V ADCアプリケーション

**セラミック一体型 *タンタル

図 8-3. 4.1V LM4040-Nの公称 4.096Vのブレークダウン電圧により、ADC12451は 1MV/LSBで動作します
8.2.2.1 設計要件
唯一のデザイン要件は、出力電圧が 4.096V であることです。

8.2.2.2 詳細な設計手順
LM4040-4.1 を使用する場合、デバイスに十分な電力を供給するために適切な RS を選択します。1mA のターゲット IR
を設定します。入力電圧が 5V の場合、抵抗値は次のように計算できます。

5 V 4.096 V
R 904

1mA

-
= = W

(4)

ここでは、利用可能な最も近い 909Ω 抵抗値を使用するため、994μA の IR が得られます。
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8.2.3 有界アンプ

公称クランプ電圧は±11.5V（LM4040-N の逆方向降伏電圧+2 ダイオード VF）です。

図 8-4. 有界アンプは飽和による遅延を低減し、後続段の損傷を防止することができます
8.2.3.1 設計要件
出力が±11.5V にクランプされたアンプを設計します。

8.2.3.2 詳細な設計手順
アンプレールが±15V の場合、LM4040-10 と公称ダイオード電圧降下 0.7V を 2 つ使用することで、出力を±11.5V に制

限することができます。

VOUTBound = 2 × VFWD + VZ (5)

VOUTBound = 1.4V + 10V (6)

IR を低く抑えるには、RS = 15kΩ を選択します。IR を計算して、RS の選択を確認します。

IR = (VIN – VOUT) / R, however in this case, the negative supply must be taken into account. (7)

IR = (VIN+ – VIN- – VOUT)/R = (30V – 10V) / (RS1+RS2) = 20V / 30kΩ = 0.667mA (8)

これは、IR が過剰な電流を流さないが、部品が電流不足にならない値として許容できるものです。
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8.2.4 オペアンプ入力の保護

2.5V LM4040-N の制限電圧は±4V（LM4040-N の逆方向降伏電圧＋ 3 ダイオード VF）です。

図 8-5. オペアンプ入力の保護
8.2.4.1 設計要件
オペアンプへの入力電圧は±4V に制限してください。

8.2.4.2 詳細な設計手順
セクション 8.2.3 と同様に、この設計では LM4040-2.5 と 3 つの順方向ダイオードの電圧降下を利用して電圧クランプを

構成しています。この場合の 5kΩ の RS 抵抗の選択手順は、セクション 8.2.3.2 と同じです。

IR = (VIN+ – VIN- – VOUT) / R = (10V – 2.5V) / (RS1 + RS2) = 7.5V / 10kΩ = 0.750mA (9)
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8.2.5 高精度±4.096Vリファレンス

図 8-6. 高精度±4.096Vリファレンス
8.2.5.1 設計要件
単一の電圧基準を使用して、正と負の基準レール、±4.096V を作成します。

8.2.5.2 詳細な設計手順
RS 抵抗の選択手順は、セクション 8.2.2.2 で説明されている手順と同じです。電圧基準の出力は、オペアンプの反転入

力として、ゲイン 1 で使用されます。
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8.2.6 高精度電流シンク/ソース

図 8-7. 高精度 1mA 電流シンク

図 8-8. 高精度 1mA 電流ソース
8.2.6.1 設計要件
1mA の電流シンクおよび/または 1mA の電流源を精密に作成します。

8.2.6.2 詳細な設計手順
シャントリファレンスを流れる電流 IR が IRMIN よりも大きくなるように R1 を設定します。

IOUT = VOUT / R2 ここで、VOUT はシャントリファレンス間の電圧降下です。この場合、

IOUT = 2.5 / R2

8.3 電源に関する推奨事項
入力電圧ラインにバイパスコンデンサは必要ありませんが、TI は、出力に影響を与える可能性がある入力ノイズの低減を

推奨しています。0.1µF 以上のセラミックコンデンサの使用を推奨します。

8.4 レイアウト
8.4.1 レイアウトのガイドライン
外部コンポーネントは、デバイスにできるだけ近づけて配置します。RS をカソードの近くに配置し、入力バイパスコンデン

サを使用する場合は、それも配置します。

LM4040-N, LM4040-N-Q1
JAJS762M – DECEMBER 1991 – REVISED MARCH 2025 www.ti.com/ja-jp

46 資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信 Copyright © 2025 Texas Instruments Incorporated

Product Folder Links: LM4040-N LM4040-N-Q1
English Data Sheet: SNOS633

https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n?qgpn=lm4040-n
https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n-q1?qgpn=lm4040-n-q1
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJS762
https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JAJS762M&partnum=LM4040-N
https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n?qgpn=lm4040-n
https://www.ti.com/product/jp/lm4040-n-q1?qgpn=lm4040-n-q1
https://www.ti.com/lit/pdf/SNOS633


8.4.2 レイアウト例

RS

COUTCIN

R physically close to device cathodeS

C physicallyIN

close to device

C physicallyOUT

close to device

図 8-9. レイアウトの図
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9 デバイスおよびドキュメントのサポート
9.1 ドキュメントのサポート
9.1.1 関連資料
関連資料については、以下を参照してください。

• ハンダ付けの絶対最大定格 アプリケーション レポート（SNOA549）

• LM4041-N/LM4041-N-Q1 高精度マイクロパワー シャント型基準電圧（SNOS641）

9.2 関連リンク
次の表に、クイック アクセス リンクを示します。カテゴリには、技術資料、サポートとコミュニティ リソース、ツールとソフトウェ

ア、およびご注文へのクイック アクセスが含まれます。

表 9-1. 関連リンク
製品 プロダクト フォルダ ご注文はこちら 技術資料 ツールとソフトウェア サポートとコミュニティ

LM4040-N こちらをクリック こちらをクリック こちらをクリック こちらをクリック こちらをクリック

LM4040-N-Q1 こちらをクリック こちらをクリック こちらをクリック こちらをクリック こちらをクリック

9.3 ドキュメントの更新通知を受け取る方法
ドキュメントの更新についての通知を受け取るには、www.tij.co.jp のデバイス製品フォルダを開いてください。[通知] をク

リックして登録すると、変更されたすべての製品情報に関するダイジェストを毎週受け取ることができます。 変更の詳細に

ついては、改訂されたドキュメントに含まれている改訂履歴をご覧ください。

9.4 サポート・リソース
テキサス・インスツルメンツ E2E™ サポート・フォーラムは、エンジニアが検証済みの回答と設計に関するヒントをエキスパ

ートから迅速かつ直接得ることができる場所です。既存の回答を検索したり、独自の質問をしたりすることで、設計で必要
な支援を迅速に得ることができます。

リンクされているコンテンツは、各寄稿者により「現状のまま」提供されるものです。これらはテキサス・インスツルメンツの仕
様を構成するものではなく、必ずしもテキサス・インスツルメンツの見解を反映したものではありません。テキサス・インスツ
ルメンツの使用条件を参照してください。

9.5 商標
テキサス・インスツルメンツ E2E™ is a trademark of Texas Instruments.
すべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。

9.6 静電気放電に関する注意事項
この IC は、ESD によって破損する可能性があります。テキサス・インスツルメンツは、IC を取り扱う際には常に適切な注意を払うこと

を推奨します。正しい取り扱いおよび設置手順に従わない場合、デバイスを破損するおそれがあります。

ESD による破損は、わずかな性能低下からデバイスの完全な故障まで多岐にわたります。精密な IC の場合、パラメータがわずか

に変化するだけで公表されている仕様から外れる可能性があるため、破損が発生しやすくなっています。

9.7 用語集
テキサス・インスツルメンツ用語集 この用語集には、用語や略語の一覧および定義が記載されています。
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10 改訂履歴
資料番号末尾の英字は改訂を表しています。その改訂履歴は英語版に準じています。

Changes from Revision L (October 2018) to Revision M (March 2025) Page
• ピン配置図を更新................................................................................................................................................ 3
• CDM ESD レーティングを更新............................................................................................................................. 5
• 動作電流の変化による逆方向降伏電圧の変化を更新......................................................................................... 32
• 動作電流の変化による逆方向降伏電圧の変化を更新。.......................................................................................33
• 部品番号に関する情報を追加。.......................................................................................................................... 51
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Changes from Revision K (June 2016) to Revision L (June 2024) Page
• ドキュメント全体にわたって表、図、相互参照の採番方法を更新............................................................................. 1
• 絶対最大定格表からはんだ付けに関する情報を削除............................................................................................5
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11 メカニカル、パッケージ、および注文可能な情報
以降のページには、メカニカル、パッケージ、および注文に関する情報が記載されています。この情報は、指定のデバイ
スに使用できる最新のデータです。このデータは、予告なく、このドキュメントを改訂せずに変更される場合があります。本
データシートのブラウザ版を使用されている場合は、画面左側の説明をご覧ください。「X」を含む部品番号は、「X」を含ま

ないものと同じ電気的特性を含んでいます。

11.1 SOT-23、SC70パッケージ マーキング情報
SOT-23、SC70 で可能なパッケージ マーキングの文字数は 3 文字です。この表は、3 つのフィールドの意味を示してい

ます。

第 1 フィールド：

R =リファレンス

第 2 フィールド：電圧オプション

J = 2.048V 電圧オプション

2 = 2.5V 電圧オプション

K = 3V 電圧オプション

4 = 4.096V 電圧オプション

5 = 5V 電圧オプション

8 = 8.192V 電圧オプション

0 = 10V 電圧オプション

第 3 フィールド：初期逆方向降伏電圧または基準電圧許容差

A = ±0.1%

B = ±0.2%

C = +0.5%

D = ±1.0%

E = ±2.0%

部品マーキング フィールドの定義

RJA（SOT-23 のみ） 基準電圧、2.048V、±0.1%

R2A（SOT-23 のみ） 基準電圧、2.5V、±0.1%

RKA（SOT-23 のみ） 基準電圧、3V、±0.1%

R4A（SOT-23 のみ） 基準電圧、4.096V、±0.1%

R5A（SOT-23 のみ） 基準電圧、5V、±0.1%

R8A（SOT-23 のみ） 基準電圧、8.192V、±0.1%

R0A（SOT-23 のみ） 基準電圧、10V、±0.1%

RJB 基準電圧、2.048V、±0.2%

R2B 基準電圧、2.5V、±0.2%

RKB 基準電圧、3V、±0.2%

R4B 基準電圧、4.096V、±0.2%

R5B 基準電圧、5V、±0.2%

R8B（SOT-23 のみ） 基準電圧、8.192V、±0.2%

R0B（SOT-23 のみ） 基準電圧、10V、±0.2%
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部品マーキング フィールドの定義

RJC 基準電圧、2.048V、±0.5%

R2C 基準電圧、2.5V、±0.5%

RKC 基準電圧、3V、±0.5%

R4C 基準電圧、4.096V、±0.5%

R5C 基準電圧、5V、±0.5%

R8C（SOT-23 のみ） 基準電圧、8.192V、±0.5%

R0C（SOT-23 のみ） 基準電圧、10V、±0.5%

RJD 基準電圧、2.048V、±1.0%

R2D 基準電圧、2.5V、±1.0%

RKD 基準電圧、3V、±1.0%

R4D 基準電圧、4.096V、±1.0%

R5D 基準電圧、5V、±1.0%

R8D（SOT-23 のみ） 基準電圧、8.192V、±1.0%

R0D（SOT-23 のみ） 基準電圧、10V、±1.0%

RJE 基準電圧、2.048V、±2.0%

R2E 基準電圧、2.5V、±2.0%

RKE 基準電圧、3V、±2.0%
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重要なお知らせと免責事項
テキサス・インスツルメンツは、技術データと信頼性データ (データシートを含みます)、設計リソース (リファレンス デザインを含みます)、アプリケーショ

ンや設計に関する各種アドバイス、Web ツール、安全性情報、その他のリソースを、欠陥が存在する可能性のある「現状のまま」提供しており、商品性

および特定目的に対する適合性の黙示保証、第三者の知的財産権の非侵害保証を含むいかなる保証も、明示的または黙示的にかかわらず拒否しま
す。

これらのリソースは、 テキサス・インスツルメンツ製品を使用する設計の経験を積んだ開発者への提供を意図したものです。(1) お客様のアプリケーショ

ンに適した テキサス・インスツルメンツ製品の選定、(2) お客様のアプリケーションの設計、検証、試験、(3) お客様のアプリケーションに該当する各種

規格や、その他のあらゆる安全性、セキュリティ、規制、または他の要件への確実な適合に関する責任を、お客様のみが単独で負うものとします。

上記の各種リソースは、予告なく変更される可能性があります。これらのリソースは、リソースで説明されている テキサス・インスツルメンツ製品を使用す

るアプリケーションの開発の目的でのみ、 テキサス・インスツルメンツはその使用をお客様に許諾します。これらのリソースに関して、他の目的で複製す

ることや掲載することは禁止されています。 テキサス・インスツルメンツや第三者の知的財産権のライセンスが付与されている訳ではありません。お客様

は、これらのリソースを自身で使用した結果発生するあらゆる申し立て、損害、費用、損失、責任について、 テキサス・インスツルメンツおよびその代理

人を完全に補償するものとし、 テキサス・インスツルメンツは一切の責任を拒否します。

テキサス・インスツルメンツの製品は、 テキサス・インスツルメンツの販売条件、または ti.com やかかる テキサス・インスツルメンツ製品の関連資料など

のいずれかを通じて提供する適用可能な条項の下で提供されています。 テキサス・インスツルメンツがこれらのリソースを提供することは、適用される 

テキサス・インスツルメンツの保証または他の保証の放棄の拡大や変更を意味するものではありません。

お客様がいかなる追加条項または代替条項を提案した場合でも、 テキサス・インスツルメンツはそれらに異議を唱え、拒否します。IMPORTANT 
NOTICE

郵送先住所：Texas Instruments, Post Office Box 655303, Dallas, Texas 75265
Copyright © 2025, Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/ja-jp/legal/terms-conditions/terms-of-sale.html
https://www.ti.com
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